
1.子宮内膜に対する作用

飼付加IUDを装苛された子宮内膜を組轍学的に調

べた結果､子宮内膜問質の増殖､マクロフT-ジ

の増加､多核白血球の浸潤､毛細血管拡張が枕寮

された｡また､租税化学的には､内膜組紙中プロ

スタグランディンEおよびFの増加､Mucosubsta

nceの増加が認められた｡

2.受精卵に対する作用
排卵後直ちに卵の回収を行うために､リアルタイ

ムに判定が可能なELISAによる唾液中Progestero

ne測定法を開発し､これに基づき､卵を採取した｡

得られた卵を形態学的､細胞遺伝学的に検討した

結果､すべての卵は未受精卵および変性卵であり､

受精卵は採取できなかった｡変性卵の出現頻度は

約30%であった｡

これらのことから､銅付加IUDが内膜への局所

作用によって着珠が阻害される可能性が示唆され

た｡また､受精卵への作用については､受精卵採

取ができなかったことから､可能性は否定できな

いものの､詳細は不明である｡
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サル矧こおける体外受精､広培養および生殖細

胞の長期保存に関する研究

山海 直 (国立予防衛生研究所･筑波医学実

験用霊長頬センター)

精子･卵子の凍結保存､体外受精､広培養など

は､数種のサルで成功している｡マカク属ではア

カゲザル､カニクイザルで報告されているが､ニ

ホンザルでの報告は少なく､精子､卵子に関わる

基礎データの蓄積が必要である｡我々は､昨年度

の本プロジェクト研究において､ニホンザルの凍

結杓子と卵胞卵を用いた体外受精に成功している｡

本年皮は､これらの成績をさらに向上させて本技

術を確立することを目的として､ニホンザル凍結

融解精子につt､ての基礎検討を行ったo
l)体外受精に関わる技術の再現性

卵子の採取､椅子の採取､卵子 ･相子の犬山市

からつくば市までの運搬､精子の凍結保存､体外

受捕､受精卵の発育培養について既報 (昨年度報

告書)の方法で試みたところ､個体差を認めたも

のの本技術の再現性が確認された｡

2)凍結融解杓子の性状

和典上体和子の凍結保存において､融解後､活

性良好な和子を回収することに成功している｡こ

れらの和子を用いた体外受榔こおいても受和を確

認しているが､■凍結融解杓子の性状については不

明な点が多い｡今回､体外培茶系を用いて雄桔融

解椅子の生存性､活性､遊動性などについて経時

的に較察した｡我々が開発したTTE希釈紋を用い

た方法で杓子を凍結融解し､percol)洗浄した結果､

生存率90%､活性++十の良好相子が回収できた｡

これらの椅子を培養したところ､carroinoとdBc･

AMPを含んだTYHmediumで培養したものは､

培養30分ですでにhyperactivationを示す相子が

認められた｡しかし､3時間目以降､徐々に生存

率､活性の低下が認められた｡IL方､.caffeinO､

dBc-AMPを含まないmediumで培養した場合､長

時間 (24時間以上)にわたって生存精子を確認す

ることができたが､hyperaCtivationは認められ

なかった｡今回の結果は､カニクイザルでの成税

と類似するものであった.カニクイザルでは受柄

能獲得､先体反応などについて､詳細な成約を得

ているが､ニホンザルにおいても同様の性状を有

していることが強く示唆された｡
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霊長類の唾液シスタテンおよびシスタチン遺伝

子群の比較研究 ノ

羽賀俊明･水口 清 (東京歯科大 ･法歯)

竹中 修 (京都大･霊長研)

ヒトのシスタチン逝伝子 (CST)は退伝子77

ミT)-を形成し､現在少なくとも7つの退伝子座

位が存在することが明らかにされており､唾液中

にはこれらのうち5種の逝伝子産物が存在するこ

とが確認されているpしかし､非ヒト霊長矧ここ
れらのどの種の遺伝子が存在し､どの退伝子が発

現されているかについては明らかにされていない｡

そこで､それぞれ2頭のオオガラゴ (Gc)､ミド

リザル (Ca)､アカゲザル (Mm)､ニホンザル

(Mru)､マントヒヒ (Ph)の唾液及び血液､ワ

タポウシタマリン (So)2頭の血液､カニクザ

ル (Mfa)1頭の唾液を用いて､唾液蛋白シスク

チン及びシスタチン退伝子群の比較をおこなった｡

唾液蛋白シスタチンは､̀ヒトのシスタチンS(C

ST4)､SA (CST2)､SN (CSTl)､

D(CST5)の電気泳動バターンと比較したと

ころ､Ca､Gcおよび1頭のMfu(若桜)はシス
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